
演奏　全国邦楽合奏フェスティバル
　　　合同曲『童夢』／フィナーレ『巨火』
演奏・ワークショップ
　　　音響を使用する邦楽ワークショップと癒し音楽
　　　「指揮！実験室」ワークショップ　　 
　　　「尺八ソロワンポイントアドバイス」ワークショップ
　　　箏マエストロによる青少年のための
　　　「ワークショップ」と響演「変絃自在」　
講演　ミニ講演『邦楽と宇宙』　　　　　
　　　「未来邦楽へ」パネルディスカッション
展示　故・三木　稔氏の軌跡、「宇宙箏」展示、遊びながら
　　　邦楽を知る、和楽器体験・楽器製作実演

９月14日㈮～16日㈰
会場　阿南市文化会館 夢ホール
問い合わせは
第27回国民文化祭阿南市実行委員会事務局
情報文化センター内（☎ 44 － 5000）へ

プログラム

　
日
本
の
楽
器
の
な
か
で
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
楽
器
、
箏こ
と

、
三
味
線
、
尺
八
。
遊
び

感
覚
で
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　「
箏こ
と

」
と
「
琴こ
と

」
は
違
う
楽
器
で
す
。
普

段
よ
く
目
に
す
る
13
本
の
絃
が
張
ら
れ
た
楽

器
は
箏
で
す
。
今
回
、琴
＝
七し
ち

絃げ
ん

琴き
ん

も
用
意
。

２
つ
の
楽
器
を
弾
き
比
べ
て
そ
の
違
い
を
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
箏
と
三
味
線
の

材
料
の
重
さ
比
べ
を
し
た
り
、
三
味
線
は
楽

器
の
ど
こ
が
鳴
っ
て
い
る
の
か
聴
診
器
で
確

認
し
た
り
。

　
箏
の
音
楽
を
発
展
さ
せ
た
検け
ん

校ぎ
ょ
う

さ
ん
と
、

尺
八
を
各
地
に
広
め
た
虚こ

無む

僧そ
う

の
顔
出
し
看

板
や
虚
無
僧
の
変
身
グ
ッ
ズ
も
用
意
。
編
み

笠
は
ぜ
ひ
か
ぶ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
日
本
の
音
楽
は
い
つ

頃
成
立
し
、
つ
な
が
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
は
３
メ
ー
ト
ル
大
の
「
日
本
音
楽
歴
史

図
表
」「
三
味
線
歴
史
図
表
」「
太
鼓
歴
史
図

表
」
な
ど
で
確
認
。
邦
楽
を
語
源
と
す
る
日

常
の
言
葉
の
数
々
を
表
し
た「
語
源
か
る
た
」

は
あ
な
た
を
雑
学
博
士
に
す
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
宇
宙
飛
行
士
・
山
崎
直
子
さ
ん

が
２
０
１
０
年
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
演
奏
し
た
「
宇
宙
箏
」（
同
型
の
姉
妹
箏
）

を
展
示
し
ま
す
。
９
月
15
日
午
前
11
時
か
ら

は
、
開
発
に
携
わ
っ
た
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
代

表
の
田
中
隆
文

さ
ん
が
、「
宇

宙
箏
」
に
込
め

た
山
崎
さ
ん
の

思
い
や
、
楽
器

が
完
成
す
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

徳
島
県
・
阿
南
特
産
物
出
店
お
よ
び

屋
台
出
店
販
売
の
募
集

応
募
資
格
　
阿
南
市
内
の
方

日
時
　
９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
　
文
化
会
館
　
ホ
ワ
イ
エ
ほ
か

募
集
期
間
　
８
月
10
日
㈮
ま
で

※
出
店
者
は
責
任
を
持
っ
て
販
売
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
８
団
体
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
同
実
行
委

員
会
事
務
局
（
☎
44
‐
５
０
０
０
）
へ

検校さんと虚無僧の顔出し看板

歴史図表

語源かるた

※写真はすべて「日本の音フェスティバル」より

宇宙箏

国
文
祭
を
楽
し
も
う
!
　【
遊
び
な
が
ら
邦
楽
を
知
る
・「
宇
宙
箏
」
展
示
と
ミ
ニ
講
演
】
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